
 

 

  変 更 届（物品・工事・コンサル） 

 

       年    月    日 

 

宝 塚 市 長 様 

 

所  在   地 

商号又は名称 

代表者職氏名 

登録番号（受付番号）          

 

 

   年 度一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請書の記載事項について、 

下記のとおり変更したので届けます。                      

 

変更事項 変  更  前 変  更  後 変更年月日 

    

 

添付書類 …… 1 委任状 2 使用印鑑届 3 印鑑証明書 

4 登記簿謄本 5 その他（ ） 

 

 

担当者   連絡先（   ）    －  



（様式 2） 

委  任  状 
  年    月    日  

宝 塚 市 長 様 

 

委 任 者   所  在  地 

商号又は名称 

代表者職氏名 

 

 

私は、下記の者を代理人と定め、貴市との間における下記事項に関する一切の権限を委任します。 

 

記 

1 委 任 事 項 

1 見積又は入札すること。 

1 契約を締結すること。 

1 入札保証金及び契約保証金を納付し、還付請求し、受領すること。 

1 契約代金を請求すること。 

1 契約代金を受領すること。 

1 復代理人を選任すること。 

1  

1  

 

2 委 任 期 間   年    月    日から 

  年    月    日まで 

 

※ 

 

3 受 任 者 住    所 

商号又は名称 

職 氏 名                      ○印  

電 話 番 号（    ）   － 

 
 

注意 1 委任事項を限定するとき（例えば、委任者自身が契約代金を受領するときなど）は、委任しない事項を

横線で抹消のうえ訂正印を押してください。 

2 委任事項を追加するときは、余白に追加した行数を記載し押印してください。 

3 受任者を置く場合は、当該受任者の支店、営業所等が建設業法上の許可を受けていることが分かる書類

（受付印のある建設業許可申請書の写し）を添付してください。（別紙見本 P1～2） 

印鑑登録印 

（実印） 

様式 4「使用印鑑届」の 3「使用印」欄と

同一印を押印すること 



（様式 4） 

使 用 印 鑑 届 
 

    年    月    日  

宝 塚 市 長 様 

 

所  在  地 

商号又は名称 

代表者職氏名 

 

 

私は、下記の印鑑を、貴市との間における下記事項に対して使用したいのでお届けします。 

 

記 

1 使 用 事 項 

1 見積又は入札すること。 

1 契約を締結すること。 

1 入札保証金及び契約保証金を納付し、還付請求し、受領すること。 

1 契約代金を請求すること。 

1 契約代金を受領すること。 

1  

1  

 

2 使 用 期 間   年    月    日から 

  年    月    日まで 

 

3 使 用 印 

（契約行為に使用する印） 

 

 

 

 

 

 

 

注意 1 使用事項を限定するときは、使用しない事項を横線で抹消のうえ、訂正印を押してください。ただし、

この場合、上記の「使用事項」に記載する項目については、印鑑ごとに同じ様式の使用印鑑届を作成 

してください。 

2 使用事項を追加するときは、余白に追加した行数を記載し押印してください。 

3 いわゆる角印、丸印の両方を用いるか、一方のみを用いるかは申請者で判断してください。 

印鑑登録印 

（実印） 



 

 

監 理 ・ 主 任 技 術 者 名 簿 
（様式 5） 

氏      名 

生年月日 

保有する国家資格 

 

 

監理技術者資格者証交付番号 

 

 

備           考 

（営業所等の専任技術者については「専任技術者」と備考欄に記載

ください。） 姓 名 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

上記の者は当社の社員であり、記載した事項は事実と相違ないことを誓約いたします。 

  年  月  日 

 

申請者 

 

建設業許可番号 

 

所  在  地 

商号又は名称 

代表者職氏名 

 

大臣 

知事 

 

般 

特 

 

第 号 

裏面記載のコード
番号を記入する。 

資格者証の交付を受けている方

は、その交付番号を記入する。 



 

 

記載要領等 

1 太線の枠内を記載してください。 

2 この名簿に記載する技術者は、申請者の社員のうち、兵庫県内の公共工事に従事することが可能な技術者を（最大で 30 人位）記載してください。15名

以上の在職者があるときは、この用紙をコピーのうえ記入してください。なお、この場合は、申請者欄はそれぞれに記入のうえ押印してください。 

3 監理技術者資格者証交付番号欄は、㈶建設業技術者センター発行の監理技術者資格者証の交付番号を記入してください。その際は、監理技術者資格者証

の交付を受けている方のみ記入してください。（ただし、宝塚市内に本社（本店）を有する業者においては、その写し（裏書含む）を添付してください。） 

4 保有する国家資格欄は、次のコード番号により記入してください。（ただし、宝塚市内に本社（本店）を有する業者においては、下記の国家資格等を有

する技術者の技術検定合格証明等をそれぞれ添付してください。） 

 

1 一級土木施工管理技士 10 二級建築士 19 技術士（建設） 

2 一級建築施工管理技士 11 二級管工事施工管理技士 20 技術士（農業） 

3 一級建築士 12 二級造園施工管理技士 21 技術士（電気） 

4 一級管工事施工管理技士 13 二級電気工事施工管理技士 22 技術士（機械） 

5 一級造園施工管理技士 14 二級建設機械施工技士 23 技術士（水道） 

6 一級電気工事施工管理技士 15 国土交通大臣認定者（土木） 24 技術士（林業） 

7 一級建設機械施工技士 16 国土交通大臣認定者（建築） 25 技術士（衛生工学） 

8 二級土木施工管理技士 17 国土交通大臣認定者（舗装） 26 その他、建設業法、建築士法、技術士法、

電気工事士法、電気事業法、消防法、職

業能力開発促進法等に規定する資格（実

務経験のみは、空欄とする） 

9 二級建築施工管理技士 18 国土交通大臣認定者（鋼構造）  

 

5 申請者は必ずこの（様式 5）を使用してください。既に作成している技術者名簿での代用は不可とします。 

6 宝塚市内に本社（本店）を有する業者については、建設業法に規定する営業所における専任技術者を確認できる資料を添付してください。 


